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【特に正答率の高かった設問】 

 「正しい封筒の書き方」 

 

          

平成３ １ 年度 全国学力・学習状況調査の結果から 

 日頃は、本校の教育活動へのご理解とご協力に、深く感謝を申し上げます。 

 さて、本年４月に中学校３年生を対象に実施した「全国学力・学習状況調査」の結果と分析から見えて

きた本校生徒の状況についてお知らせいたします。学校では、結果・分析をもとに授業改善に取り組み、

さらなる向上を目指します。家庭・学校・地域の手で生徒を大きく伸ばし育てるために、ご理解とご協力

をお願いいたします。 

 

【本校生徒の「強み」】 

◎正しい封筒の書き方を、理解して書くことが

できます。 

◎字形を整え、文字の大きさ、配列を理解して、

楷書で書くことができます。 

  

 

社会体験活動や校外学習の終了時に、

国語科との関連した学習をとおして、 

相手先へ礼状を書く繰り返しの活動

が、定着につながっています。 

 

【本校生徒の「弱み」】 

・話題や方向を捉え、根拠を明らかにして自分

の考えを持つことに苦手意識があります。 

 
ペアやグループ活動を取り入れ、話題

や方向を捉えながら話し合い、理解を

深める機会を増やしていきます。 

課題作文等で、条件に合わせ、根拠を

明らかにして自分の意見を述べる活動

を増やしていきます。 

 

【特に正答率の低かった設問】 

「話題の方向を捉え、条件に合わせて伝える」 

設問が提示した条件 

【条件１】 

・封筒の書き方に注意して 

縦書きで書くこと。 

【条件２】 

・投稿先は団体なので、 

 「様」ではなく「御中」と

書くこと。 

設問が提示した条件 

【条件１】・話し合いの流れを踏まえ、「どうするか決

まっていないこと」とは何かを明確にして書くこと。 

【条件２】・解決する具体的な案を考えて書くこと。 



 

  数  学                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本校生徒の「強み」】 

◎「連立方程式を解くこと」が定着しています。 

◎「数量」や「図形」などについて、よく理解

しています。特に、四則計算では計算の結果

から反例を見つけ出すことができています。 

  

 

【本校生徒の「弱み」】 

・「資料（表・グラフ）」を読み取ることに苦手 

意識があります。 

・「文字式」や「図形の証明」で、条件に合わ

せて説明することに、苦手意識があります。 

 繰り返しによる学習や、身近な事例を 

もとにして考える授業が、知識や技能、

考え方の定着につながっています。 

 答えを求めるだけでなく、その過程を 

説明し、考えを深めていく（話す・書く）  

機会をさらに増やしていきます。 

【特に正答率の高かった設問】  

「四則計算の理解」 

 

【特に正答率の低かった設問】  

「資料（表・グラフ）の読み取り」 

 

問い冷蔵庫 Bと冷蔵庫 Cの総費用が等しくなるおよその使用年数を考えます。ア、イどちらかを選び、求める方法

を説明しなさい。      ア それぞれの冷蔵庫の使用年数と消費用の関係を表す式 

                イ それぞれの冷蔵庫の使用年数と総費用の関係を表すグラフ 

「連立方程式」 

答え イ、エ 答え 

χ＝２ ， y＝－３ 



  英  語                               
 

【本校生徒の「強み」】 

◎英語を使って質問に合わせた形で、「話す」 
ことができます。 

◎英文を読んで、適切な語句を選ぶことができ 
ます。 

【本校生徒の「弱み」】 

・適切な形に変えたり、足りない語を補ったり
して、会話が成り立つように英文を「書く」
ことに苦手意識があります。 

授業の中で確実に「話す」機会を設けて

いることが、良い結果につながっていま

す。どの設問も「無答率が低く」、英語へ

の興味・関心の高さが見られます。 

・単語や文法の定着を図るために，繰り返

し覚え、使う活動を継続します。 

・長文読解と、それをもとに自分の意見を

話したり書いたりする時間を、授業の中

で増やしていきます。 

【特に正答率の高かった設問】 

「話す」 

When is her birthday?（解答時間 6 秒） 

 

 

 

 

 

 

 

＜正答例＞ 

It’s  July second. 

【特に正答率の低かった設問】 

 

これから必要とされる「英語の力」   

 

・社会・理科・数学で学習する「グラフの読み取り」

を英語で答える設問がありました。 

・身に付けた英語力を、他の教科や生活に生かして

いく「つながりのある学び」をつくっていきます。 



 

  生徒質問紙                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【回答から課題がみられた質問】（「当てはまる」＜県平均） 

△「数学の授業の内容はよく分かりますか」 

【良好な回答がみられた質問】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎【国語】「国語の授業で文章や資料を読むとき、目的に応じて、必要な語や文を見つけた 

り、文章や段落どうしの関係を考えたりしながら読んでいますか」 

（気比中４５．５％＞県平均２７．２％） 

◎【英語】「１，２年生の受けた授業では，聞いたり読んだりしたことについて，その内容を

英語で書いてまとめたり自分の考えを英語で書いたりする活動が行われてい

たと思いますか」 

（気比中６５．３％＞県平均４５．５％） 

 

49.7 
58.4 

93.4 

Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 

今住んでいる地域の行事に参加している 

49.7 
57.7 

80.2 

Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 

地域や社会をよくするために何をすべ

きか考えることがある 

25.2 

18.5 

34.7 

Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 

新聞を読む 

53.7 

77.7 
89.2 

Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 

学級でみんなと話し合う 

【課題がみられた質問】 

 

85.7 

43.5 

65.3 

85.4 

34.6 

60.8 

81 

40.5 

68.6 

朝食を食べる 同じ時間に寝る 同じ時間に起きる 

早寝・早起き・しっかり朝食 

Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 

 平成２９年度から３１年度の３年間の調査で、特に全国・県と比較して大きく良好な回答がみられたのは「地域

との交流」「地域への貢献意識」でした。これは本校の「ふるさと学習」の継続した取組とともに、地域・ご家庭

のご理解とご協力によって高まった「生徒の意識」です。地域とのつながりが「新聞を読む」「学級のみんなと   

話し合う」など社会を知り、集団で協力する態度に広がっています。 

 生活習慣の状況について平成２９年度

から３１年度まで比べてみると、「同じ時

間に寝る」は、他の２つより大きく下が

っていることが分かりました。 

また、定着率の高い「朝食を食べる」

においても、徐々に「毎日食べる生徒」

の割合が低くなっています。 

これは、インターネットやＳＮＳ等の

使用によって、就寝時刻が不規則になっ

ている状況が考えられます。 

心と体の健康のためにも、時間を決め

た生活が必要です。 

 生活リズムを正しくすることは、「楽しい学校生活」「わかる・できる学習」 

「友だちとのよりよい関係づくり」等、すべての活動につながっています。 

 本校は、家庭・学校・地域の連携を大切に、一人一人の生徒の健やかな成長 

のために努力していきます。今後とも、ご理解とご協力をよろしくお願いします。 

 


